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今時大霊長醤時! 譲曜により由来た水溜りの動物摺

岡村ば 12 
縮 ヘ言

昭和23年 8 月始から 10月末まで京大附属大津実験所に単ぴ、神戸歌敷山用水池の生物相について
研究をしたが9 月中旬より上野所長の御教示を得で今決大戦の爆弾により出来Tこ池( 以下これを揮
ささ池とよぷ〉に於け名今日迄の定住者の種類及びその筏度の研究も通行して行った。短期間のTこめ
充分な調査が出来Tよかったが今後の調査のTこめ一路此所にまとめ洛事にした。

材ー料及方法

阪神芦屋から深江にかけて、も左多¥ - の瞳生池があったが近時次第に整地〆している様である Q 自

分の選ん? ご弾生池は銭原梅太郎氏所有の土地に属し昭和20年五月 11日7個の爆弾がおとされにがを，
の後埋め色れ唯一つが現在建されている Q 附近には 2年前から作物を作りはじめにという聖

¥  

e，. 

ι この弾生池に最も近い用水1也、流水の生物分布、種類と環境正の関係とをみる事にし? こ。
ー(1) 動物は水深 20-30正m の所に於行る 1平方m 内に住む個体を総て7](棲動物採集網で取り個体
総数、種類総数を比較しに。調査は9月17区、 9月30日、1，0月14臼の三図。
(  2  )  水素イオ y 濃度はプロ戸ム、チモ戸ル、フ勺レ戸比色法。
( 3 ) 水温は水銀寒暖計を用いて測定し7こ。

1 4 )  水のイt法的成分は元兵庫高等学校横山先生にお願いして分析していに7ごいに。

調査結果 • I  、動物目標 J  

トノサマガ5 : . ) レ、ツチガエル、マダラミズギワゴミムシ、シヤアプツブグシゴロウ、マメゴマブ

ガムシ、ヒメガムシ、コミ、ズムシ、シロ・コマツモムシ、ヒメコマツモム v 、ヒメマルミズムシ、
マツモムシ、. コオイムシ、イトアメシボ、セアカアメンボ、ミズカマキリ、ヒメミズカマキリ、
ートシボ、類幼虫、イトトンボ類幼虫、ヒメカグロウ幼虫、マダラミズメ' イガ、チスイピル、、アタマ

ヘビル、サカマキガイ、タニシ類、ハネコケムシ。ラ

E  各生活区動物比較表，
分 美耳 :fJl 名 池間 _ I  i僻ヨリ 3 m )r  流 71': 弾生 itll

採集月日 9.17 9.30 10.14 9.17 9，.30 t  1Q.14 9.17  9.30 10.14 9.17 
存権動物 トノサマカエル 2  O  2  2  2  1  0  1  。。2  11 3  

y  チ v  ニ乙 Jレ 1  01 - 0  。O  O  。。。1  3  2  
， ヲー 1  O  l  O  O  O  O  、 O O  。
γ ノ 苛マ リ 2  1  3  O  2  O  O  、。 O  O  

下 ジ 三弓 ウ O  O  2  O  • 0  
。。-0 O  
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筋足動物 グ 号、 ーー O  。.0 O  。 2  3  3  O  ヌ 5カ9  コエ ぜ 10 12 。 3  1  。 。
ヌ コエ ぜ O  。29 13 10 。 。 。 。
エピ ノ ヨバ f シ 。 。 。 O  。 。 。 。 。
司 三Z コニ 1:! • 1  。 O  。 。 。 。 。 。 。ワヲ さF ム シ 。 。 O  0 1 0  。 。 。 。 。
5、・、 ズ ム ジ 。 。 .0 戸 。 O  O  19 17 5  01 0  マダラ宅ズキワゴミムシ 。 2  。 .0 2  /' 。 7  O  。シヤププヲプグシゴロウ 5  12 41' 1  5  5  。 O  ?メゴマフカやム γ 3  2  4  1  。 1  。 。
E  メ ヵム シ 1  1  1  1  。 O  
':% ミズーム 手〆 1  1  2  2  2  、。 。 。 。

“ シロヨマ"7 '1::ムシ 3  1  1  3  O  .1 2  :  1  '0 
E メ"T( 1レミズ.ムシ 2  。 O  。

O  Q  O  
。 。 。 。

"マ Zフ 弔 ム γ 。 。 。 。 。 。 01 0  
E メヨ""<:f '/毛ム γ 51 2  2  5  2  。 。 .0 
':% オ イ ム .γ 3  1  0  1  1  。 。 。 。 。E  メアメシポ 。 O  O  。 1  。 。 .0 131 o! '7 イ 下 アメンポ 5  01'， 。 O  。 。 。 O  。 4  2  3  セアカアメシポ 2  O  O  1  。 。 5  5  2  6  ' 7  2  ミズスカ. マキ P 。 1 ‘ O  1  2  1  。 。 。 。 1  1  
E メミ カ守キ P 1  。 1  1  1  。。 01 .  0  1  。 。
E メタイ d ヨウーチ 。 。 ρ 。 1  。 。 。 。 。 。トンボ幼虫 。 3  0・3  2  2  01 c  0  O  1  O  イ干干シポ幼虫 4  7  41 4  5  7  。 。 。 9  2  成体 1  。 1  。 2  O 、O 。 O  。 。カ1/官 ウ成幼 ・体虫 10 13 27 36 43 10 1  8  20 7  3  
8  。 2  。 。 。 。 。 。 。 3  。マダラ竜メメイカ' 。 O  。 。 。 O  。 。 3  。

濃形動物 宅再 ヌ イ ぜ Jレ 1  。 1  。 O  • 3  。 。 1  ア j時 句マ ぜ yレ 。 。 。 。 。 1  。 1  1  
-マ メト ぜ Jレ 。 。 。 。 。 O  。 。 。イ ト ‘ 、‘ 号、 フぞ 。 。 。 01 ¥' 0  6  。 。 。

扇形動物|プ ラ ナ 明 ァ 1 .  01 。l 。| 01 •. 01 。
軟体動物 E ラ守キミメマイマイ 2  1  。 s  1  

1120051 11 O  
。 。 。 O  

サ 'j] -vキ芳・ f  5  1  。 3  3  11 1251 107 63 6  7  3  
一ー ジ 類 2  4  5  1  1  。。 。 83 60 67 

1  1  - 1  
¥  |吋 681 - 681 吋 引刊吋- 吋 2 3 8 1 2 T i ! ? 1 1 f

合 計

結果考察

-1 生物的議境

240 241 594 548 

生物的理境? こる純水性植物の比較を行って伊? こ白弾生池に於いては純水性と息、われるものは唯一

種ウキクサであるが用水池のものは決の10種である、卸ちシヤジタ号、ヒク、ガガプ夕、クロモ、
エピモ、ウキクサ、フサ. 号、‘スイレン、ア宏ミ F ロ、繰藻類。
又これを最も泣い疏水E 比較してみる k純水性植物鵠藻の或種及びヱピモが盛んに鑓殖していに
事よ b明らかに弾生池は水性植物的環境からみる k 単純である。
動物見は前記し7こ様に2 5種の動物が発見され七が用水池には33種、最も近い流水には17種の動物
が発見された。当時の探築物より比較衰を作成すると戎の事がむかる。

E  各生活区の固有種は幸夫の援でをちる a /  

( 1 ) 弾生池ハネコケムシ、マツモムシ@ 、
<  2 )  用水池 ， 

チ、ヒラマキミズマイマイ、ヌカェピ。 、 1
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( 3 ) 流水

' ! H 各生宿区の種類数を動物界を10群にわけで/
今比較し? ご。下百分率)

l 種 類|玉石#1 3ml中 1" 流水 I ! J 町

ぜ子tノ虫類
甲殻類
グエ昔、ダエ ife宜
カグロウ類
トシポ類
有吻類
甲虫類
その{ 也昆虫
軟体動物
脊椎動物

種類合計

3.23 
12.90 
3.23 
3.23 
6.45  
29.03 
12.90 

9.68 
19.35 

:  '  3  3 種

3.71 
7.40 

25.0 
18.75 
6;25 
6.25 

11.11  

3.71 
3.71 3.'71 

17種片i
V  7. K の物理化学的性質
( 1 )  水素イオン濃度( 皐位P H )

測定月日 |用 7](i官| ・流水| 障主主池
一9. 月 17 日 7 時 17.2-7.61 6.7 1  6.4-6.2 

9  )j 30 日グ 17.0-7.21 6.7-6.61 6.0 
目、も l

10月 14 日ク 17.2-7.41 6.7-6.61. 6.2 
，- 一 一一
卒均 7.3 1  6.7 I  6.2 

ど3 ) 水温測定結果 f単位。C )
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( 2 ) 化学成分分析結果
9月178、9 月30日採水のもの

〆日

用水池 流 フJぇ 目甲金泡

Ca十十 3.8mg 1.4.mg 4.5mg 
Cl- 0.85-3.。0.7 -0.13 18.5 - 2.23 
N H3  0.13-0.15 0.012-0.012 0.17- 0.245 
C 0 2  3.2 -2.6 2.8 -3.0 1.8  - 3.5 
K M n 0 4消費量 10.5-15.15 3.7 20.8 -38.0 

、、

観察 B 時 用(7]( 混) ( 水盟主) ( 水温 ) 書記 湿水地 流 7]( . ' ) 翠生泊

9  足17日7  晶寺 22.8 22.0 22.3 • 220 
10時 24，.7 卒均 22.3 平均 22.7 不均 26，0  2j5.均
13時 25.5 21.0  25.6 戸 27.5 
16薄. 25.6 24.7 21.7 21.5  26.0 24.1 27.0 25，4  

19時 24.8 20.51 ， 24.0 24.5 

9 月30日 7 時 21.0  20.5 21.2  22.0 

平均 l• 10時 23.0 zv.均 21.3  卒均 25.6 zp.均， 26.0 
13時 24'.5 22.5 26.7 31.7  
16時 25.0 23.3 22.7 21.8  26.5 24.6 26，5  
19時 23.2 22.3 23.0 23.3 

10刃14日7 時 ¥ 1 ω  18.0 18.0 21.4  
10時 19.0 平均 20.0 ' 卒均 18.6 平均 23.0. 
13時 24.0 23，0  22.8 28.0 
16時 26.2 22.0 24，.0 21.6  24..8 21.3 26.8 24.0 

19持 22.0 22.8 22.5 20.8 

zv. 主再3 23.3 21.6  23.3 25.1 

気温との差 土O
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目、盟、 V、の表より戎の事がわかるi ， h  ぺ

，( 1 ) '温度的環境からみれば弾生池は用水池と同一蹴してよいのではないが。
て2) 水素イオ行濃度は弾生池最も大で PH6.2、持水 P H( ; i 人用水池，PH7.3である命錯しこれ

は何れも午前7時現在の測定のみを君主したのであって、その後水藻の多い厨水池は 9 月17日
¥ 午后 7時現在 PH7.0-6.S まで上っている 0-: 一

(3) 化単的成分についてみると K M no.l消費量、、 C a + ¥ N H，量は聞生池に於で最大であり、
C02の量は三地域とも大体等量? ある。又Clーは不安定であるが、施水に於て最小値をみせて
L、る。 / ' ーヲ ム

't ヅ咽

要 1 約正 i及，結論 J

この弾生池は昭和20年 5月10自に出来調査期日までに 3年 4ヵ月を超ている。この聞に定住した
勤物を調査じ7こが、あにちの植物色水の物理化学的な性質ど比較し乍ら精論を来ゆfこ白
( 1 )  まわちの植物としては栽培植物が多 t、野生植物は種類が少いが殆/ i ;'c:，間野性、源地性の

ものである o

<:n 水の化学的成分は、用水池、減水の成分に比じ7Kに溶けている有効化単成分が最大である。
J 、(3 ) 弾生池は最も酸性強{ PH6;2涜水 PH6.7用水池 PH7.3の順である。r  

( 4) 水温は流は気温より 3.50C低< 21. " C で弾生池、用水池は 23.3"Cである。 .
て5 ) 弾生池一般の動物相は種類よりみれば狭水性生物なる魚類、、甲鼓類、ぜん虫類が全〈生存

せすも麗7K性生物なる昆虫の種類はお互によ{ 流通している様である。これはこの水域の年令
ピの若い事と平行し? こ現象主みちれる。

(6) この水域の固有種はあるが間有としてみとめられる群がない。聞もハネ事ケムシ、マツモ
ムシ等は調査不充分の潟、用水池等に於げる地区の取 b方の不合理からこの水域iご発見し得。
なかったのであろう。何故ならばマツモムシは昆虫ミズムシ類中最大のもの故飛朔カも大き

二卜 k考えられる。叉ハネコケムシは用水池より摘出する7Kの溜る場所に発見しているから@
(7) 個体数よりみる主ヒメマルミズムシは他の二地区では殆んzどみらねない麓である故この水

J 域の特色の? っとしてあげてよいであろう。この種のみならす、有吻類の総数は他群に比較

鞘麹目は三地区共大体近偵を示していて、いこの種昆虫の主主活圏φ麗い事を示b 七いる@
グユシの個体数の多い事明来、こ明脚本国であっ7ミ所よち間近から軍接移動力4容易

であった潟であ b、叉他の貝類とちカ旬、発生初期が完全に母体内に保護されているナらであ
叩町四四目白山町一 明白 . ー ， .(May. 盟49) ・

第三競 E 誤表♂〈第三号中次のものを訂正いたしまナ〉
誤 ¥ ， '  I 、 1 E .
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